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研究テーマ 多面的なデータからみた地方都市の物流実態に関する研究 

研究の経過（4 月～9 月）： 

地方都市で問題となっている都市内の低未利用地である路外駐車施設の集約や、路外駐車

施設の荷さばき駐車場としての活用や時間帯規制などの施策検討ができるように、既存統計

調査や民間プローブデータなどの多面的なデータを活用して地方都市内での物流実態を明

らかにすることを目的とする。 

4 月～9月は、以下の 2点について研究を進めてきた。 

① 地方都市の交通特性や物流実態調査の状況などを整理する。 

② 地方都市である栃木県宇都宮市を対象に、既存統計調査や民間プローブデータなどの

多面的なデータを用いて物流実態を明らかにする。 

6 月 30 日に第 1 回目の研究会をハイブリッド開催し、7 月 31 日にワーキンググループを

実施した。また、10月 3 日に第 2 回目の研究会も実施している。 

第 1 回目の研究会では、プロジェクト申請内容ならびに、貨物車のデジタコプローブデー

タについて分析の方向性を議論した。貨物車のデジタコプローブデータの中身などについて

知識を深めるとともに、実態調査の結果から貨物車の駐車時間は短時間の傾向にあることか

ら、閾値として 5 分を設定しデジタコプローブデータを分析し、貨物車の移動実態を分析す

ることとした。また、ワーキンググループでは、第 1 回目の研究会で示した方向性に基づい

て駐車判定をした結果から貨物車の行動評価手法について議論した。また、閾値とした 5分

を感度分析した。その結果、駐車時間の判定基準として、信号サイクルの最大値とすること

で貨物車の行動を評価できそうであることを示した。第 1 回研究会とワーキングを経て 180

秒を閾値として駐車判定をすることとした。その結果を受けて 10 月 3 日に第 2 回目の研究

会を実施し都市内の貨物車の駐車位置や起終点などの分析を行った。 

下期へ向けて（課題等）： 

地方都市の中心市街地に絞り込んで分析すると、抽出できる 1 日あたりの貨物車の台数が

少ない。そのため、分析対象期間を増やして分析し、12月に開催する第 3 回目の研究会で、

ある程度まとまった貨物車の動きをもとに地方都市の貨物車の実態を明らかにする。そして

2 月頃に第 4回の研究会を実施しとりまとめを行う。 
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